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近年 、学校 ではい じめや不登校 、家庭 では児童虐待 な どの問題 が浮 き彫 りとなっ

てい る。 これ らの問題 の発生件数 は依然 として高水準であ り、早急 な対応 が求 め ら

れてい る。

子 どもの様 々な問題 を提起す る とき、 「規範意識 が低 い」 ことが問題 とされ てい

る場合 が多 く、この規範意識 の低下は「自立心」の低下である と筆者 は考 えてい る。

本来、規範意識や 自立心 は他者 との関係 において形成 されてい くものであ り、 こ

の よ うな 「社会性」 は社会生活 を送 る上で必要不可欠 である。 しか し、社会性 に問

題 があるな らばそれ を社会的な問題 として捉 える必要がある。 また、社会的引きこ

も りや ニー トな どの青少年 の問題 を取 り上げる とき 「社会的 自立」 と関連 させ て間

題視 され てい る場合が多い ことも興味深 い。

本研 究では、社会的 自立 と家庭 な どにお ける子 どもの問題 との関係性 に注 目し、

さらに対象年齢 を「義務教育段階まで」と設定 したのは、本段階 は子 どもが「社会」

に出てい く狭間であ り、青年期問題 に対応す るには本段階までに対処できることが

あるのではないか と考 えたか らである。そ こで社会的 自立の本質 を探 り、現状や課

題 を究明 してい く中で、子 どものあるべ き姿 を探求 し、近年 の子 どもが抱 える問題

の解決 に少 しで も役立つ ことを期待 し、改 めて 「自立 とは何 か」 とい うことを考察

してい く。

第 一 章  社 会 的 自立

第 一節  社 会 的 自立 の 出現

「自立」その ものについては多角的な見方があるが、その中で も近年 「社会的 自

立」 とい う言葉 を耳にす るよ うにな り、 「若者 の」 とか 「青少年 の」 とい うよ うな

言葉 とセ ッ トになって使 われてい る場合 が非常に多 く見受 け られ る。 その背景 には

近年の 日本 にお ける産業構造の変化や時代の変遷 に伴 う様 々な問題 が関係 してい る

よ うに思 える。

「社会的 自立」 は青少年 に関す る施策のキ
=ワ

ー ドとなってい る。

その例 として平成 15年 に青少年育成推進対策本部か ら発表 された「青少年育成施

策大綱」がある。 この中で、 日本 にお ける少子高齢化 、核家族化 、都市 と地方 の分

化、雇用形態の多様化 な どにおいて若者 に対 して も課題 が多 く突 き付 け られ る結果



となつた。新卒者 の就職難、失業率の上昇、雇用の不安定化 、そ して所得格差 の拡

大や家庭 の養育力 の低下な どの若者 が抱 える様 々な問題 が相互 に影響 し合 つて複雑

化 してい く危険性 が指摘 されてい る。 その よ うな状況下で青少年 の全年齢期 を通 じ

て取 り組むべ き「重点課題」の一つ とされ るのが、「社会的 自立の支援」である」
"「 社

会的 自立の支援」 とは、青少年 が就業 し、親 の保護 か ら離れ 、公共へ参画 し、社会

の一員 として 自立 した生活 を送 ることができるよ う支援す るものである とい う。

この「社会的 自立」とい う言葉 は もともと障害者や精神疾患の患者 の人たちな ど、

何 らかのハ ンデ ィキャ ップを負 つた立場の人たちの 「自立」 を表現す る際に用い ら

れ ることが多 く、具体的 なハ ンデ ィキャ ップ と関連 させず に広 く青少年全般 に用い

られ ることは一般 的ではなかつた。しか し、やがて「社会的 自立」とい う表現 は「不

登校」やいわゆる「引きこも り」な どについて も用い られ るよ うになる過程 を経 て、

近年 になつて、青少年全般 について 「社会的 自立」 と論 じる とい う用い られ方 が見

られ るよ うになつてきた。大綱で も 「社会的 自立」はすべての若者 がカバー され る

表現 となつてい る。特 に、 「青少年 が就業 し、親 の保護 か ら離れ」 といつたプ ロセ

スは、かつては当た り前 のよ うに極 めて 自明の もの とされていたが、現在 の青少年

一般 に とつて必ず しも自明な もの・容易 な ものではな くなつた とい うことが言 える。

以下、現代 において用い られ る 「社会的 自立」の概念 について詳 しくみてい く。

第 二節  社 会 的 自立 の概 念

様 々な背景の中で青少年の 「社会的 自立」が注 目され ることになった と同時 に、

その言葉 の内容 もかな り広範 になつた。 内閣府 の 「若者 の包括的な 自立支援方策 に

関す る検討会」が 2005年 に発表 した中間取 りま とめでは、社会的 自立の概念 につい

て、 「ここで 日標 とされ る 「自立」は、就業 による経済的 自立に限 らず、親 か ら精

神 的に独 立 してい るか ど うか、 日々の生活 において 自立 してい るか ど うか、社会 に

関心 を持 ち公共 に参画 してい るか ど うかな ど、多様 な要素 を含む もの ととらえる」

とされ てい る。 この中間取 りま とめにお ける 「社会的 自立」の概念 は身体的 。精神

的・職業的 自立な どの 自立観 の複合体 として捉 えることができる。

つま り、子 ども期 にお ける「社会的 自立」は学習指導要領 で重要視 されていた「生

きる力」 と近似 した ものだ と考 え られ、知・徳 ◆体 の調和が とれた状態で、個性 を

持 ち、主体的に社会 とかかわつてい くことが 「社会的 自立」の姿だ と解釈す ること

ができる。 また、青少年 の 「社会的 自立」が取 り上 げ られ る とき、必ず と言 つてい

いほ ど 「勤労観や職業観 」 といつたキャ リア教育または就労支援 について同時 にク

ローズア ップ され てい る。例 えば、先 に挙げた 「青少年育成施策大綱」 の重点課題

のなかに「就労支援」についての明記がある。そ して、学校教育の課題 として、「生

きる力」 と同時に社会人・職業人 としての 自立 した社会の形成者 の育成 が求 め られ

ている」"そ の背景 には、就業への移行 をめ ぐる課題 、若者 自身の資質等 をめ ぐる課

題 、子 どもたちの成長、発達上の課題 、高学歴社会 におけるモ ラ トリアム傾 向があ

る。 これ らの課題 を解決す るためにキャ リア教育 を推進 し、望 ま しい勤労観 、職業

観 の育成 、一人ひ とりの発達 に応 じた指導、社会体験等の充実 を行 い、「生 きる力」



な どを育む とい う狙 いがある。そ して、児童生徒が将来 自立 した社会人・職業人 と

して生 きてい くために必要な能力や資質 と して、人間関係形成能力や将来設計能力、

情報活用能力 、意思決定能力の 4つ の能力 を重要視 してい る。

以上、 「社会的 自立」 について考察す ると、 「自立」それ 自体の在 り方 は多様 で

あるが、「社会的 自立」はその名 の通 り「社会で 自立 して生 きてい く」ことである。

「社会」は就労の場だけではな く、学校 での教師 との関係や友人関係 、近隣住民 と

の交流 な ど自分 自身 が暮 らす地域社会 にお けるすべてが 「社会」なのである。つま

り、 「社会的 自立」は 「社会 に生 きる私」 の存在意義 を見出 し、そ して社会 に主体

的 に参画 してい くことだ と考 え られ る。 また、 「社会的 自立」 には大 き く分 けて 2

つのポイ ン トがある とい うことに気 がついた。①社会 を生き抜 くための 「対人関係

能力」 、そ して② 「キャ リア教育」である。人が社会 で 自らの人生を歩 んでい くた

めに、まず は 自分 の身 の回 りの ことを誰かの手 を借 りてで も自分です ることができ、

自分 と関わ る人たち との関係性 を保 ちなが ら、 自らの意志 と判断で主体的に社会 に

参画 してい く 「私」 として成長 してい くこ とが望まれ る。 この成長 の一連の流れで

一貫 して関係 があるのが① と②である。人が人 として成長 してい くためには 「私」

以外 の 「他者」の存在 が必要不可欠であ り、 「他者」 との関わ りの中で 自立が助長

され、かつ 「他者」 と「私」の心理的な距離感 を測 り行動 してい くための対人関係

能力 を学ぶ。 そ して将来誰 しもが 「就 労」 とい う社会参画の実現 を果た し、就 労に

おいて も対人関係能力は活か され る。一人ひ と りが他者 との関わ りの中で 自分 自身

の可能性 を見出 しなが ら、主体的な社会の形成者 と して就労 とい う「社会」へ羽 ば

た く、その過程 こそが 「社会的 自立」であるのではないだろ うか。

第 二 章  社 会 的 自立 の 現 状 と課 題

子 ども期の 「社会的 自立」には課題や問題点が指摘 されている。それは、子 ども

を取 り巻 く様々な環境か らの子 どもへの関わ り方に関するものである。子 どもの「社

会的 自立」を育むためにはこれ らの課題 を受け止め、子 どもの 「社会的 自立」を促

してい く必要がある。本章では子 どもに関わるどのよ うな環境が、子 どもの 「社会

的 自立」の促進 を阻害 しているのかについて、社会的 自立のポイン トとなると考え

ている①対人関係能力、②キャ リア教育 (就 労)の観点の特に①について具体的に

考察 してい く。②については①の上台の上にその観点があると考 えているので、本

章の社会的 自立における 「つまづき」の要素 として② については触れないこととす

る。また、この他 に家庭 における親の子 どもへの養育態度 とい う観点か らも子 ども

の 「つまづき」について述べてい く。

第一節 社会的 自立 と「つまづ き」

I.対人関係能力 と家庭

対人関係能力は、この世に誕生 し、親元を離れ るまでに多 くの時間を過 ごす家庭



においてその土台が形成 され てい く。 よつて、 この時期の子 どもの発達 の段階は と

て も重要であ り、それ だけに成長 の過程で多 くの課題 が立 ちはだか り、それ を乗 り

越 えて こそ、健全 な成長発達 を遂 げてい くことができる。青少年育成施策大綱では、

乳幼児期や学童期 に関 して家族 との関係性 が人格形成 の基盤 にな り、重要な もので

ある と述べ られ てお り、かつ教育基本法において もその重要性 がいわれ ている。 し

か し、 ここで 「つ まづいた」 まま成長 してい くと、 自立心が育たず 、何 らかの課題

として成長 に影響 を及 ば して しま う。 では、子 どもの 「社会的 自立」における 「対

人関係能力」の育成過程 には どの よ うな 「つ まづ き」があるのだろ うか。

子 どもは親か らの愛情 を受 け健やかに育つが、愛情 は大 きす ぎて も小 さす ぎて も

しば しば子 どもに問題 が起 こる。

子 どもの対人関係能力 には発達的段階がある。子 どもに とつて最初の対人関係 は

家族 、特に母親 (あ るいはそれ に代わつて子 を養育す る人物 )を 中心 と して、世話

を して くれ る人 との情緒的関係 が基本である。 この時期の代表的な理論 がボ ウル ビ

ィの愛着理論である。 ボ ウル ビィはア タッチメン ト理論 を特定の個人に対 して親密

な情緒的 きずなを結ぶ傾 向を人間性 の基本的な構成要素 としてみな してい る」
い
この

理論 は乳幼児や子 どもばか りではな く、青年や成人 に も特徴的な行動パ ター ンを説

明す るために公式化 され た ものである。人の初 めの コ ミュニケー シ ョン手段 は乳児

と母親 の情緒 を媒介 とす るもので、生涯 を通 して親密 な関係 の基本的な特徴 として

存在す るとい う。他者 と親密 な情緒的 きずなを結ぶ能力は、時には世話 を求 めた り

求 め られ た りす る役割 において、パー ソナ リテ ィが有効 に機能 していることや 、精

神的に健康であることを示す重要 な特徴 とみな され る。 また、子 どもが安全である

と感 じている ときには、アタ ッチ メン ト対象 か ら離れ て探索 したが り、何か不安 に

感 じた ときには対象への接近 の衝動 を感 じるとい う。 この よ うに子 どもと親 の間の

相互作用的パ ター ンは、安全の基地か らの探索行動 として知 られ ている。 この よ う

な子 ども期の親子 関係 における愛着形成が、子 どもの人格の形成 に寄与 し、子 ども

の コ ミュニケー シ ョンの在 り方 についての基礎 を定着化 させ る。愛着形成が不全で

あると、その後 の子 どもの発達に影響 を及 ば して しまいかねない。対人関係能力は

すでに この段階で育 まれ てお り、親 の養育のあ り方が子 どもの発達 を左右 させ る。

乳児期 の対人関係 は、親 (特 に母親 )と 子 どもの関係 か ら、同年代の子 どもとの

遊び とい う段階へ広が りを見せ る。 この段階において、家庭での養育態度の在 り方

が重要 となる。基本的な生活習慣 の形成は幼児期 の課題であ り、たいていの子 ども

は 2～ 4歳 で排せつ、着脱、食事マナーな どを身 に付 け、これ によ り子 どもは 自由な

活動の可能性 を広 げてい く。 この時大切 なのは、子 どもの 日常のあ らゆる活動 を 自

分でや つてみたが る気持 ちだ とい う。

しか し、過保護・ 過干渉な親 は、 これ らの子 どもの 自主的な行動 を規制 して しま

う。

例 えば、子 どもが下手なが らも一生懸命 に服 を着 ている と、見 るに見かねた親 が

ついつい手 を出 して しまい、結局は親 が服 を着せ る とい う結果 になる。 この よ うな

ことが積み重なる と子 どもは 「自分で もこの くらいはできる」 とい う自信 がなかな

かつかない。 自分 に 自信 がないのでいつで も大人 を当てにす るよ うにな り、依頼心



が強 くな り、何か新 しい経験 をす る ときは、普通の子 ども以上に強い不安 をもつ よ

うになる とい う。人が社会的 自立 を果たすためには、基本的 な生活習慣 の習得が根

底 になけれ ばな らないが、子 ども期 に 自主的 。自発的な感情 を親 が抑制 して しま う

と、果 た してその子 どもは将来 自立 した生活 を送 ることが可能だ ろ うか。家庭 は基

本的生活習慣 の育成 に寄与 してい るだけでな く、協調性や 自主性 な どの社会性 の育

成 の場で もあ り、 これ らの根底 にある基本的生活習慣 の乱れ が社会性 の阻害につな

がつてい る と考 え られ る。これ らの問題 を抱 えて しまつた子 どもに特徴的なのが「自

己決定がで きない子 ども」である」
°
大人 になるにつれて 自己決定が求 め られ ること

が増 え、その中で 自己決定力が育 っていない と、社会的 自立は困難 である とい える。

また、親 の愛情の度合 いによって、子 どもの 自信の在 り方 を変化 させ る。例 えば、

愛情が乏 しい子 どもは 自己否定的 にな り、反対 に愛情 が大きす ぎると自己中心的な

考 え方 になつた り、何事 も自分で行動 に移 さな くなって しま う。 そ して愛情のかけ

方が分か らず、児童虐待 に至って しま うケース もあ るだろ う。 しか し、 これ は一概

に親 の在 り方が悪 い とい うわけではない。親 を取 り巻 く様 々な環境 が親 の養育態度

を孤立 ざせ て しまい、子 どもの育て方 が分か らない、また相談できる人が周 りにい

ない といった ことが要因 となって、子育てに影響 を及 ぼ して しま うとい うことが考

え られ るか らである。厚 生労働省 の平成 16年度全国家庭児童調査 において、子育て

についての悩みや不安がある者の うち、相談をす る相手 として多 くは 「家族 の者」

や 「信頼で きる身近 な人」 としてい る」"し か し、 「子 どもの しつ けに関す ること」

についての項 目に対 し、3.2%の 者 が 「相談相手 はいない」と答 えてい る。全体の総

数 に対 して見 る と一見その数 は少 ない よ うに思 えるが、果た してそ うだ と言 えるだ

ろ うか。親 の子 どもへの養育態度 のあ り方 を問 う時、全国に悩みがあつて も相談で

きない状況 にある者 がいる とい う実態 を念頭 に入れ るべ きである。

I.家 庭か ら社会ヘ

対人関係 が幼稚園 。保育園の入園、小学校 。中学校への入学 と段階 を踏んで広 ま

ってい く中で、「つまづいたまま」成長 して しま うと様 々な問題 が起 こる。そ して、

この よ うな社会環境 の変化の中で 「友人関係」が発生 し、 この関係 は親子・対教師

関係 とは異な り、基本的 には対等 な関係 である。時 に 自分の考 えや感情 と友達 のそ

れ とが対立 し、その よ うな葛藤 を解決 しつつバ ランスを取 りなが ら相手の感情 を推

し量 り、対人関係 の中で 自分 らしさを主張す ることが 自立心である といい :の これが

友人関係 において 自立心 を育む ことの意義である。 しか し、近年 の友人関係 は変化

してきてい る。①友人 と共有す る時間の減少、②集団での遊びか らひ と り遊び 。平

行遊びへの変化、③異年齢集 団での遊びの減少 な どが見 られ る。 この よ うな変化 は

友人同士の関係 を質的に も量的に も貧弱す る方 向で影響 している とい う。 日本人は

「同調性」 とい う考 え方が強い人種であ り、 もちろんそれ は子 どもについて も同様

である。近年 の子 どもの友人関係 は、対立 も葛藤 も少 な く互いに傷つかない よ うに

配慮 し合 つている とい う特徴 があ る 「親和集団」である とい う。 また、他 の集 団ヘ

の参加 の機 会がな く、集団外 にお ける社会的スキル を学ぶ ことができない状況 にあ



る。故 に、彼 らは子 ども期の仲間関係 を通 して社会化 され に くい。反対 に、子 ども

の友人関係 での 「つ まづ き」 は、子 どもの社会的スキルの不足や そのスキル遂行能

力のな さ、あるいは 自己制御 スキルの不足やその制御 スキル遂行能力のな さに起因

す る場合 がある。つ ま り、家庭 においてそれ らの能力が十分 に育 まれず に成長 して

しまつた結果である とも言 えるだろ う。

以上の よ うに、子 どもの人格形成 に与 える家庭 の影響力 は非常に大 きいか らこそ、

家庭 の教育力が重要 となって くる。保育園や学校 な どにも基本的生活習慣 を身 につ

けるチ ャンスはあるが、家庭 で親 がその実践 を していなけれ ば定着 しない」
mま

た、

子 どもの家庭環境 の在 り方が、子 どもが成長 したの ちに何 らかの形で社会的 自立 を

困難 に して しま う可能性 を含 んでい る。子 どもの意欲 的な行動 の意思 を妨 げ、子 ど

もの 自立心 を成長 させてあげ られ ない養育態度 が、後 に 自らの意思で行動できな く

なつて しま う子 どもを育てて しま うとい うのがその例 である。 ここでは、ある一部

の家庭環境 での子 どもの社会的 自立における 「つまづ き」 について しか言及 してい

ないが、家庭の養育態度 が子 どもに及 ぼす影響 とい う点においては どの よ うな子 ど

もにおいて も共通事項である と考 え られ る。家庭 とい う社会 の中で どの よ うな愛情

が与 え られ るか、そ して どの よ うな社会性 を身 につ け させ ることができるか とい う

ことが、家庭が果たす社会的 自立 においての役割 の よ うに思 える。 しか し、先 に述

べた よ うに子 どもが抱 える諸 問題 は、一概 に親 の養育態度 に問題 がある とい うわけ

ではない。地域 の コ ミュニテ ィ基盤 が希薄化 してい る現代 において、例 えば家族 自

体が地域か ら孤立 して しまい、相談す る相手が存在せず、養育問題 を家庭だけの問

題 として抱 え込んで しまい、問題解決 の支援 がな され ない といった よ うな現状 があ

る。子 どもの社会的 自立 を促進す るためには、社会全体で、家庭 を軸 とした支援体

制 が必要であろ う。

第 二節  依 存 と 自立 の関係

社会的 自立の重要な核 となる対人関係能力 の形成過程 について述べて きたが、 こ

こでポイ ン トとなるのが 「依存」である。実は、子 どもの対人関係能力 の発達 に こ

の 「依存」の在 り方が とて も大 きな役割 を果た してい る。人に ど う頼れ るかが社会

的 自立の根底 にあ り、最初は親 を信 じるところか らその関係性 は始 まる。人 を恐れ

れ ば何 が どんなにできて も社会的に 自立 しないか らこそ、人 に安心す る必要がある

とい う。親 に安心感 が大 きけれ ば、子 どもは 自信 を もつて大 き くなつてい く。人間

関係 の形成 は家庭 での親子関係 か ら始ま り、それ に失敗 して しま うと青年期モ ラ ト

リアム状態の人間関係 となつて しま う。そ して、引きこも り、不登校 、非行、ニー

トな どの問題 を抱 え、豊かな人間関係 を構築す ることができず、反対 に狭 く深 い人

間関係 となつて しまい依存関係 が深 くな りす ぎて しま う。適度 な依存関係 がそ こに

は働 いてはいない。

障害児 について も相互依存関係 は とて も大 きな意味 をな してい る。それ は、様 々

なニーズを抱 える彼 らに とつて、他者や社会制度 に依存せ ざるを得 ない状況 になっ

ているか らである 。 障害児だけではな く、人 はその生涯 を通 して幼弱、傷病、障害、



高齢 、その他の リス クによつて常にその よ うな状況におかれ ているのである。

「依存」 と聞 くとどこか響 きが悪 いか も しれ ないが、人間が社会生活 を送 つてい

く上で 「依存」はな くてはな らない ものであ り、社会的 自立 に とって重要な意味を

もつて くる。人は一人では生 きてい くことがで きない存在だか らこそ、他者 との相

互依存 関係 は必要不可欠 なのである。 また、子 ども期 において家庭 で安心感 を得 る

ことができれば、そ こか ら安心で きる他者 に依存す る とい う関係 を学ぶ。家庭 にお

いて依存 とい う社会性 を育み、社会 に出てい く時には家庭以外の他者 との依存の相

互関係 を学び、そ して相互依存関係 によつて心身 ともに豊かな生活 を送 るすべ を獲

得す る。 この よ うな ことか ら、依存 は社会的 自立に とつて必要な対人 関係能力の重

要な位置 を占めてい ると言 うことができる。

第 二 章  子 ど もの 社 会 的 自立 の 支 援

子 どもに とつて一番安全で安心 とされ るべ き場所 は家庭 である。 しか し、家庭の

養育態度次第で子 どもの社会的 自立の促進 に影響 が現れ るとい うことは先 に述べて

きた。 そ こで本章では、家庭 にお ける子 どもの社会的 自立を促進す るために必要な

教育力 、学校教育 にお ける支援 について考察 してい く。 また、社会的 自立に必要な

対人関係能力や キャ リア教育 を話 の中心に据 えて述べ ていきたい。

第 一節  家庭 が果 たす役 割

対人関係能力 を育むためには、まず親 が子 どもをあ りのまま受 け止 めることが必

要である『
"自

由競争 の時代 で、親 が子 どもに持つ夢や希望の在 り方が変化 してきて

いるなか、親が子 どもに大 きな欲 を もたず に、子 どもの能力 を信 じてあげることが

重要である。 また、親 はわが子に色 々 と手 を焼 きた くなる存在 であるが、干渉 が多

い と自主的 に行動す る能力が身 に付 かない。だか らこそ、子 どもに対す る親 の干渉

を少 な くし、子 どもに任せ て試行錯誤 させ ることが大切 であ り、子 どもに考 え させ

る機会 を多 く持たせ ることで、子 ども自身 に 自分の考 えが受 け入れ られ てい る とい

う自信 をつ け させ る 。 この安心感 が他者 との相違 を認 めるこ とがで きる高 い被受

容感 を もつ子 どもに育て ることができる。 また、子 どもに 自己決 定 させ る場 を多 く

与 えることで、 自分で決 めた ことだか らこそ結果 について責任 を取 る覚悟 もで き、

自分 自身 に対す る信頼感 も養 うことができる。 この よ うな養育態度 をもつ親子 関係

の中で育 まれた 自己決定の力が、友 だち関係 の中で実際に発揮 され なが ら自立心 と

して育 ってい くとい う。

近年 のフ リー ターな どにみ られ る学校 か ら職業への移行の困難 に、成長過程 にお

ける社会経験の不足があ り、背後 に家庭の職業的社会化の力が低下 してい るとい う

状況がある『
°
青少年 の意識調査 の結果 か ら、言動 な どによつて子 どもの 自立 を促進

す る親 は、子 どもと妥協せず言 うべ きことを要求 している とい うことが分かつた。

この よ うな親子 関係 を通 して、親 の仕事 を知 り、親 の人生を生きがいのあるもの と

認 める子 どもが多 くなつて きている とい う。 また、親 の 自立促進志向が高いほ ど、



子 どもは親 か らの 自立規範 を学び、安定 した職業志 向が強 く、努力への確信 、将来

への夢 をもつている とい う結果が出ている。 良好 な親子関係 の中で親 自身 が子 ども

の生 きる指標 とな り、社会で生 きてい くためのスキル を肌 で感 じさせ てい くことが、

子 どもの 自主性や規範意識 を高め、将来への夢 をもつて努力 してい くことができる

人間へ と成長 させ てい くことができるものだ と言 えるのではないだ ろ うか。職 業志

向が強 く、かつ将来の夢 を持 てる とい うことは、それ だけ就労への意欲 が高ま りを

みせ ている とみて とれ る。子 ども期 か らの家庭 での養育態度 が、社会的 自立に とつ

て必要なキャ リア観 の構築 に寄与 してお り、子 ども期 、 しか も子 どもが幼少である

ときか らの家庭 でのキャ リア教育 はその後 の子 どものキャ リア観 に影響す ると考 え

られ るので、 この時期か らす でにキャ リア観 を養 つてい くことが家庭 としての役割

の一つであろ う。

第二節  (学校 )教育が果 たす役割

学校 (教育)は 、家庭で培われてきた子 どもの対人関係能力や キャリア観 をさら

に高める場 となる必要がある。また、家庭の養育機能を支える役割 をも担 うべきで

あると考えている。そこで教育における①対人関係能力の育成、② キャ リア観の育

成についてそれぞれ家庭 との関わ りの中か ら考えていきたい。

(1)就 学前教育

近年、就学前教育 について取 り上 げ られ ることが多 くなつてきてい る。1990年代

か ら、少子化 に伴 う幼稚 園児 の減少や働 く女性 の増加 な どを受 けた構造改革な どの

動 きの中で、幼稚園や保育園の共用化が政策 として浮上 して きた。幼稚園は学校教

育法 に規定 されてお り、教育制度 として存在 してい る。保育所 は児童福祉法 に規定

されている児童福祉施設 であ り、社会福祉制度 として存在 してい る。保育内容 は、

養護 と教育が一体 となつて、豊かな人間性 をもつた子 どもを育成す ることにある。

共用化 によつて 0歳 か ら 5歳 までの異年齢児 による交流や 、働 く女性 な どの家庭支

援 としての機能 が望 まれ る。 これ らの共用化、つ ま り教育 と福祉 の一元化 において

育まれ る力 は、ま さに学校教育で も重要視 されてい る 「生 きる力」 と置 き換 えるこ

とが可能であるだ ろ う。共用化 され ることで、就学前教育において子 どもが持つベ

き社会性 な どの 「生 きる力」の土台形成が期待 され 、義務教育段階前 までに基礎的

な社会的 自立の要素 を身 につ けることができる。実際、近年 は幼稚園 と小学校 の連

携教育が試み られ てお り、子 どもの社会性 の育成 のためには就学前か ら入学 までの

一貫 した教育内容 が必要 となってきている とい うことが うかがえる。幼保連携 と併

せ て 「認定子 ども園」の発足 もこれ か らの教育 に とって興味深い ものである。幼保

連携や認 定子 ども園の発足は、教育・福祉 。少子化対策・働 く女性支援政策が一体

的に行 われ るものであ り、その分、家庭 との連携 によつて就学前教育 と家庭養育が

総合的 に行われ てい くことが、 これ か らの子 どもの社会的 自立の支援 に とって重要

な意味 をなすだ ろ う。そのために も、 これ らの機 関が家庭 と密接 に情報共有な どを

し合 いなが ら社会全体で子 どもを育ててい こ うとす る意識 を もつ必要があるだ ろ う。



(2)義 務教育

学校教育では 「生 きる力」が重要視 され てい る。生 きる力 の育成 において学校 に

求め られ ているのは 「学ぶ こと」 と「働 くこと」 を関係付 けなが ら、子 どもたちに

「生 きること」の尊 さを実感 させ る教育であ り、社会的 自立に向けた教育である :1つ

そのために も義務教育段階でキャ リア観 を構築す る必要がある。 キャ リア教育では

職場体験学習がその中心 とな り、体験 を通 し、① 自己の理解 を深 め、望ま しい勤労

観 、職 業観 を身 につ け、②学校 の学習 と職業 との関係 についての理解 が促進 され、

③ コ ミュニケー シ ョン能力の向上が図 られ 、④社会的なルールやマナー を体得す る

ことができるな ど生徒 にキャ リア観 を身 に付 け させ、社会的 自立につなげることが

大切である。 また、家庭 に とつて も家族の一員 としての 自覚 をもたせ 、家族 の役割

を再確認す ることができるな どの メ リッ トをもつ とい う意義 もある。

学校 として地域や家庭 な どとの連携 のなかで、生徒 を社会的に 自立 させ ることを

キャ リア教育 を通 して育んでい く必要がある。特 に家庭 にお ける子育 てを孤立 させ

ない よ うに、学校 と家庭 とが一体 となつて子 どもを育ててい くとい う理念 を家庭 に

意識 させ ることが学校 における重要な役割 だ と考 えてい る。学校 が家庭 に対 して こ

の よ うな働 きかけを行 つてい くことも、子 どもを取 り巻 く環境すべてが子 どもを守

り、育ててい くとい う関係作 りに貢献す る一つの手立てだろ う。

本章では、家庭そ して学校 (教 育)か ら子 どもの社会的 自立の支援策 について考

察 してきた。家庭 として子 どもに果たす役割 は、適度 な依存関係 にお ける親子状態

の中で、子 どもの 自主性や規範意識 を養 つてい くことであ り、それ らの関係 の中で

子 どもの主体性 を尊重す ることに意義がある。適度 な 「依存関係」 を知 つてい るか

らこそ、他者 との関わ りを密 に してい くことができるのである。対人関係能力 には

家庭 において育成 され る適度 な「依存 関係」が必要であ り、家庭以外 の他者 との「密

接度」 が適度 な依存 関係 として作用 し、良好な人間関係 を築 き上 げてい く上で重要

な位置 を占めるだろ う。 一方で、家庭だけに子 どもの社会的 自立促進 の役割 を押 し

付 けるには限界がある。 そ こで家庭 を取 り巻 く様 々な機 関が家庭や諸機 関 と連携 し

て子 どもを支 えてい く必要があ り、就学前か らの一貫 した教育的支援体制や、家庭

への支援体制が整備 され なけれ ばな らない。学校 では 「キャ リア観」の育成が重要

である。子 どもは家庭か ら始 ま り徐 々に人間関係 の幅 を広 げてい く中で、様 々な「他

者」 との関係 を築 き、その中で社会的役割 の 「多様性 」 を身 につ けてい く。 「多様

性」 には討論学習や 自然体験学習 な ども含 まれ 、 「多様性」 を知 ってい るか らこそ

自分 の人生設計 の手立てを探 る材料 を多 く持つ ことにな り、 「社会的 自立」 を促進

させ る。 このよ うに、社会的 自立 に とつて必要な 「対人関係能力」 と「キャ リア観

の育成」は、互いに関係 し合 つてい ることが分かる。この 2本 柱 と「密接度」 。「多

様性」 とい う 2つ の要素は社会的 自立を促進す る上で必要不可欠 な もの となる。社

会的 自立促進 のためには、子 どもを育成す ることを家庭だけの機能 として孤立 させ

るのではな く、家庭 を中心にそれ らを取 り巻 く環境 が三位一体的に関わ り合 ってい

くことが必要である。子 どもの社会的 自立の促進 に必要な ことは家庭 (ま たはそれ

に準ず る機能 )を その母体 として諸機 関が協働 し、子 どもを地域 で育ててい くべ き

であ り、その地域 は子 どもに とつて安全かつ安心で きる 「居場所」 として機能す る



必 要 が あ る。 この よ うな居場 所 が あ るか らこそ 、子 どもは 自 らの持 て る力 を高 め よ

うとす る こ とが で き る し、社 会 の 中で も 自立 した 生活 を送 る こ とが で き るの で あ る。

お わ りに

本研究では、子 どもの 自立、特 に 「社会的 自立」 についての現状や課題 、そ して

その本来あるべ き姿 を探求 してきた。近年の 日本社会 には様 々な問題 があるが、そ

の中で も子 どもの 自立に関わ る問題 として青少年 に関す ること (ニ ー ト・ 引きこも

り等)や 、い じめ・不登校 な どの問題 が浮 き彫 りとなってきてお り、同時に子 ども

の規範意識や道徳 心の低 下が言われ てい るとい う現状がある。様 々な文献 を通 し、

これ らの問題 には 日本 の社会構造の変化 が大 き く関わってい るとい うことが分 かつ

た。そ こで、実際に青年期 に移行す るまでの子 どもの義務教育段階 までにお ける「社

会的 自立」 に焦点 を当て、 自立 を取 り巻 く現状 を考察 して今後の子 どもの 自立促進

の手立てを探 った。本論 ではまず社会的 自立の概念 を青少年施策等か ら考察 し、そ

の後社会的 自立に対人関係能力 とキャ リア観・教育 の 2本 柱 が必要だ とい うことを

導 き出 し、 この 2本 柱 を土台 として社会的 自立の現状や課題 を探 った。そ して、子

どもの社会的 自立 を論 じるときに、子 どもの人格形成 に多大 な影響 を与 える「家庭」

の存在 が重要 とな り、家庭での子 どもの社会的 自立観 に起因す る要素や現状 を探 り、

本来あるべ き家庭 の姿 (役 割 )を 考察 し、家庭の現状 か ら子 どもの 自立阻害要因を

探求 した。序盤 では主に 「家庭」 にその焦点 を当てて子 どもの社会的 自立について

論 じて きたが、家庭だけで子 どもを支援 してい くこ との限界 が浮上 し、そ こで学校

が持つべ き子 どもの社会的 自立支援 の役割 について、それ らの現状等か ら探求す る

こととした。

以上、本研 究の中身 を再確認 した上で、得 られ た結論 をそれぞれ述べていきたい。

① 「社会的 自立」 とは 「社会 に生 きる私」の存在意義 を見出 し、社会 に参画 してい

くことである と考 え られ、特 に他者 との関係 の中で育 まれてい くものである。 ま

た、社会的に 自立 した「個」として社会生活 を送 ることが「社会的 自立」な らば、

「社会的 自立」 は身辺 自立や精神的 自立な どの様 々な 自立観 が複合 して確 立 され

ていなけれ ばな らない。

②子 どもの 「社会的 自立」に とって家庭 の在 り方が非常に影響 を及 ぼ している。人

間関係 には適度 な 「依存関係」が必要であ り、それ が十分 に機能 しない とその後

の子 どもの社会的 自立の在 り方 に影響 を与 える。そ こで子 どもの家庭環境 の本来

あるべ き姿 を見出 し、その よ うな環境 の中で子 どもは 「社会的 自立」のすべ を 自

然 と身 につ けてい くのである。

③家庭 の役割 だけでは限界がある。 そ こで、家庭 を中核 に据 えた地域社会のネ ッ ト

ワー ク構築が必要 となって くる。 そ こで特 に学校が果たすべ き役害1に ついて考察

した結果 、子 どもの社会的 自立支援 の手立ての中心 には常に 「家庭の機能」 を中

核 として位置づ け、家庭 をサポー トす る役割 として子 ども取 り巻 く様 々な環境 が

変革 してい くことが求 め られ、また家庭 自体 をも変革 させ てい く力量が問われ る

とい うことが導 き出 され た。
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④子 どもの 「社会的 自立」 について論 じる ときには、対人関係能力 とキャ リア観 の

育成 とい う 2本 柱が必要不可欠である。 この 2点 か ら改めて 「社会的 自立」 を考

察す る と、 自立の在 り方 には 「密接度」 と 「多様性」 とい う 2つ の要素が関係 し

て くる とい うことが分かった。前者 は対人関係能力 に、後者 はキ ャ リア観 の育成

に寄与 してい る。

以上の結論 か ら最終的に導 き出 された こととして、 「自立」は他者 との関係 がな

くては確 立できない ものであ り、 どの よ うに他者 と関わつてい くか、そ して 自らど

う行動 してい くか とい う行動指針 が子 ども期 に形成 され る必要がある。本論ではあ

ま り触れ ることができなかつたが、地域社会全体が 「社会的子育て」 を合言葉 に子

どもの成長・ 発達 を助長 していかなけれ ばな らず、社会の役割 として期待 され るも

のであると考 えている。

子 どもの社会的 自立についての現状や課題 、支援策 を講 じてきたが、本論 には課

題がまだ存在 してい る。子 どもの社会的 自立には 「家庭」の機能 が必要である とい

うことを述べたが、その信頼性 について も不十分であるので、統計資料 を活用 した

り、子 どもや保護者 の実態 について調査研 究 した りす るな どして内容 の正 当性 を明

らかに してい くことが課題 である。そ して、家庭 に準ず る機能 (児 童養護施設 な ど)

が家庭 に代 わって子 どもの社会的 自立 を促進す る具体策 について も研 究が必要であ

り、今後の研究課題 で もある。今後 さらに研 究を深 める際には、上記 の よ うな多角

的視点で社会的 自立の概念 について探求 してい くこ とができれ ば良い。

課題 は多 く残 つてはい るものの、今回の研究では義務教育段階までにお ける子 ど

もの 「社会的 自立」 について、その実態や課題 を発見す ることができ、現代の 日本

社会が抱 える子 どもの 自立のあるべ き姿 を模索す ることができた。 「社会的 自立」

には絶 えず 「他者」の存在 が必要 であ り、その中で一人ひ とりが 「個」 として 自分

自身の人生設計 を模索 してい く力 こそ、現代 の 日本社会 に求め られ てい る「自立観」

であ り 「社会的 自立観」であるのではないだろ うか。
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